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生涯にわたりQOL（Quality�of�Life）を高
めた生活を送るためには、ライフステージに
おける「運動」と「栄養」のバランスを保っ
たマネジメントが重要となります。近年、腸
内フローラと病態に関する研究が飛躍的に進
む中で、腸内フローラの充実を図ることが免
疫の向上、さらに様々な疾病予防に繋がると
され、特に食からのアプローチが際立っています。そこで本研究
では、ヒトでは腸内フローラに影響を与える要因が多く存在し、
運動そのものの評価が難しいため、長期の習慣的運動モデルマウ
ス（図１）を用いて、習慣的運動と腸内フローラの関わりを明ら
かにすることを目的としました。さらにヒトのライフスタイルを
考慮した運動のパターン化による腸内フローラの変動についても
比較・検討していきます。
本研究によって、長期習慣的運動そのものの評価を行い、将来、
運動と食の両面から「健康的な生活」をデザインするために、腸
内フローラを指標とした評価系を確立することを目指しています。

私は管理栄養士として、食と医について深く向き合う中で、食育の重要性は勿論のこと、運動、特に「習慣的
な運動」の重要性を強く認識するようになりました。そして、この二つを組み合わせたアプローチこそが予防医
学であると考えています。多くのモノが溢れる現代の中で、一人でも多くの人が「健康的な生活」をマネジメン
トできるようになるためには、何をどれだけ食べたらいいのか、どんな風に、どれだけ運動したらいいのか…と
いう、「選択する力」を育む必要があります。そのためには、我々研究者が科学的根拠に基づいた指標を示す必
要があると考えています。よって私は、現在学生と共に「健康」をテーマに食と運動に関わる様々な基礎研究に
取り組んでいます。
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